
「
中
田
八
十
八
ヶ
所
ウ
ォ
ー
ク
大

会
」
が
3
月

日
（
日
）
開
催
さ

れ
、
地
域
住
民

人
が
参
加
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
地
域
の
文
化
財

を
巡
り
な
が
ら
健
康
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
初
開
催
の
イ

ベ
ン
ト
。
参
加
者
は
、
天
草
八
十

八
ヶ
所
四
十
五
番
札
所
「
中
田
大

師
堂
」
の
裏
山
点
在
す
る
お
地
蔵

様
を
巡
礼
し
、
そ
の
後
、
村
中
地

区
の
「
菅
原
神
社
」
を
目
指
し
て

歩
い
た
。
道
中
で
は
、
か
つ
て
の

暮
ら
し
や
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て

語
り
合
い
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
た
。

大
会
に
先
立
ち
、
多
く
の
先
人

た
ち
が
建
立
し
、
守
り
続
け
て
き

た
聖
地
で
あ
る
霊
場
を
巡
り
な
が

ら
地
域
住
民
が
協
力
し
て
山
中
に

点
在
す
る
お
地
蔵
様
の
手
入
れ
と

参
道
の
整
備
を
行
っ
た
。
歴
史
あ

る
文
化
財
を
守
る
た
め
の
活
動
も

兼
ね
た
大
会
で
も
あ
る
。

大
会
後
は
、
入
江
公
園
で
桜
の

下
で
の
抽
選
会
と
お
花
見
交
流
会

が
開
か
れ
、
地
域
住
民
も
参
加
し

て
満
開
の
桜
の
も
と
で
地
区
振
興

会
が
振
舞
っ
た
豚
汁
と
持
ち
寄
っ

た
ご
馳
走
に
舌
鼓
を
打
ち
親
睦
を

深
め
た
。
参
加
者
の
一
人
は
「
地

域
の
歴
史
に
触
れ
な
が
ら
楽
し
く

歩
け
る
の
が
嬉
し
い
。
桜
も
満
開

で
最
高

と
笑
顔
で
語
っ
た
。

主
催
す
る
中
田
地
区
振
興
会
で
は

「
今
後
も
地
域
の
文
化
と
自
然
を

守
り
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

通
じ
た
交
流
の
場
を
提
供
し
た
い

と
話
し
て
い
る
。

２０２５年（令和７年）７⽉１⽇発⾏あすなろ新聞― 第５２号―

【 中田の人口 】
人口18７人
（男 8６人）
（⼥ 10１人）
世帯数11３⼾
高齢者14４人
（65歳以上）
高 齢 化 率

7７.０１％
令和７年５⽉末

第５２号
お問い合わせ先
中田地区振興会

新和町中田2270-5
☎ 0969-46-2447

令
和
7
年
度
中
田
地
区
振
興
会
総
会

が
5
月
19
日(

月)

、
中
田
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
地
域

住
民
や
関
係
者
が
多
数
参
加
し
た
。

総
会
で
は
、
第
１
号
議
案
「
令
和
6

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
」
お
よ

び
第
２
号
議
案
「
令
和
7
年
度
事
業
計

画
（
案
）
及
び
予
算
（
案)

」
が
審
議
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

た
。今

回
の
総
会
で
は
、
令
和
７
年
度
の

新
規
事
業
「
新
和
ま
ち
づ
く
り
活
動
ポ

イ
ン
ト
事
業
」
に
つ
い
て
の
事
業
内
容

の
説
明
が
行
わ
れ
、
併
せ
て
ふ
る
さ
と

納
税
の
推
進
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
も
実
施
さ
れ
た
。
地
区
振
興
会

の
財
源
確
保
に
向
け
た
住
民
の
協
力
が

呼
び
か
け
ら
れ
た
。
参
加
し
た
関
係
者

の
一
人
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
地
域

の
活
動
資
金
と
し
て
重
要
な
財
源
で
す
。

住
民
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
意
義
を
理
解

し
、
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
で
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
が
可
能
に
な

り
ま
す
」
と
語
っ
た
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
振
興
会
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
を
軸
と
し

た
福
祉
・
防
災
の
充
実
を
目
指
し
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
方
針

を
示
し
た
。

今
後
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
を
強

化
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
る
予
定
だ
。

【 中田地区振興会HP】

」

【八十八ｹ所ウォークの様子】

【お花見交流会の様子】

【振興会総会の様子平野会長挨拶】

3031

～
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
へ
～

～
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
へ
～

地
域
活
動
に
参
加
し
て
ポ
イ
ン
ト
と

賞
品
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。

※

こ
の
機
会
に
【
天
草
の
さ
り
ー
】

に
登
録
し
ま
し
ょ
う
！

！
」



天草市の⼀⻫避難訓練にあわせて、6⽉8⽇（⽇）中田地区で地域防災訓練が実施された。午前9時、
防災無線のサイレンを合図に、住⺠たちは速やかに中田地区コミュニティセンターへ避難。今回の訓練
では、⼤⾬による⼟⽯流および浸⽔災害を想定し、地域住⺠の防災意識の向上と実践⼒の強化を⽬的と
した多彩なプログラムが展開された。

避難完了後は、社会福祉協議会新和⽀所の蓑田ゆかり⽀所⻑の指導により、炊き出し訓練が⾏われた。
訓練では、ハイゼックス袋に無洗⽶と⽔を⼊れ、湯せんによってご飯を炊く⾮常時の調理⽅法が紹介さ
れ、参加者は実際にその⼿順を体験した。その後、防災講話や簡易ベッド・仮設トイレの組み⽴てと現
物展⽰による説明も⾏われ、災害時の避難所⽣活を具体的にイメージできる貴重な学びの場となった。

その⼀⽅で、別室では⾏政区⻑及び関係者により「災害時避難⾏動要⽀援者名簿」の⾒直し作業が並
⾏して⾏われ、地域の実情に即した⽀援体制の再確認が進められた。

訓練の終盤には、出来上がった⾮常食を参加者全員で試食。災害時に備えた食の重要性について改め
て認識が深まった。

さらに今回は、地区振興会の平野会⻑によるプレゼンテーションも実施され、地域の新規事業「新和
まちづくり活動ポイント事業」の紹介に加え、ふるさと納税の推進に向けた協⼒の呼びかけも⾏われた。

今回の防災訓練は住⺠の関⼼も高く、地域の活性化に向けた取組みにも期待が寄せられた。参加者か
らは「災害時の調理法を実際に体験でき良かった」「展⽰がわかりやすく、備えの重要性を実感した」
といった感想が寄せられ、今回の防災訓練を通じて中田地区の防災⼒と地域の結束が⼀層高まる結果と
なった。

― 第５２号― あすなろ新聞 ２０２５年（令和７年）７⽉１⽇発⾏

説明文を⼊れてください。説明文を⼊れてください。

～実践的な防災活動に加え、地域振興の新事業とふるさと納税PR～

【ハイゼックス袋での準備説明】 【米と水を袋に入れ輪ゴムでしばって！】【沸騰したお湯の中へいれて約３０分位】

【新規事業紹介・ふるさと納税の推進】【皆さんで試食しました(*^-^*)】【和室で避難行動要支援者名簿見直し作業】

昨
今
、
全
国
的
に
も
大
規

模
な
林
野
火
災
等
が
報
道
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
天
草
圏

内
に
お
い
て
も
建
物
火
災
や

枯
れ
草
火
災
な
ど
多
数
発
生

し
て
い
ま
す
。
幸
い
中
田
地

区
は
地
域
住
民
の
皆
様
の
防

災
意
識
の
お
か
げ
で
、
３
年

ほ
ど
火
災
は
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
。

消
防
団
の
活
動
は
、
火
災

は
も
ち
ろ
ん
梅
雨
時
期
の
大

雨
や
台
風
等
の
際
に
も
防
災

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

第
１
分
団
第
１
部
（
中
田

消
防
団
）
は
現
在
５
名
で
活

動
し
て
お
り
、
５
人
中
３
人

は
５
０
歳
代
で
新
入
団
員
の

確
保
も
困
難
で
あ
り
、
今
後

の
消
防
団
活
動
に
不
安
を
抱

え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

若
い
世
代
の
消
防
団
員
だ

け
で
は
活
動
に
限
界
が
あ
り
、

高
齢
化
し
た
地
域
に
お
い
て

は
、
消
防
団

の
方
等
が

機
能
別
団
員
と
し
て
活
動
し

て
頂
く
こ
と
で
、
地
域
防
災

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

地
域
の
防
災
の
た
め
、
行

政
や
振
興
会
、
消
防
団
が
一

丸
と
な
り
、
地
域
防
災
の
た

め
何
が
一
番
必
要
か
、
消
防

団
組
織
の
変
革
の
時
期
が
き

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

第
１
分
団
第
１
部

部
長

斉
藤
英
昭

O
B



２０２５年（令和７年）７月１日発行あすなろ新聞― 第５２号―

中田地区グラウンドゴルフ⼤会が５⽉２５⽇（⽇）、中田地区グラウンドで開催された。前⽇からの
⾬の影響でグラウンドコンディションが悪化したものの、関係者の努⼒により排⽔処置が施され、無事
に⼤会が実施された。

開会式は予定より３０分遅れ、コミュニティセンター⽞関前で⾏われた。⽵本幸廣副会⻑が開会の⾔
葉を述べ、無田保幸活動交流部会⻑（⼤会⻑）が「グラウンドコンディションが不良ですが今⽇は楽し
んでください。」と参加者に向けて挨拶し⼤会への期待が高まった。

競技が開始されると、グラウンドの状態が悪い中でも、各チームが熱戦を繰り広げた。ホールインワ
ンが出るたびに⼤きな歓声が上がり、終始にぎやかな雰囲気の中でプレーが楽しめた。参加者は初⼼者
から経験者まで幅広く、和やかな交流の場となった。

閉会式では、団体の部・個人の部の⼊賞者への表彰が⾏われたほか、ホールインワン賞や特別賞とし
て会⻑賞が贈られた。さらに、参加者が楽しみにしていた「お楽しみ抽選会」が⾏われ、当選者が発表
されるたびに歓声が沸き、⼤会の盛り上がりは最高潮に達した。

⼤会の最後には地区振興会の平野会⻑が「これからも地域の皆様とともに親睦と融和を深めていきま
しょう」と挨拶し、盛況のうちに⼤会が締めくくられた。参加者からは「グラウンドは厳しい条件で
あったが楽しくプレーできた。」「地域の人と交流できて良かった。」などの声が聞かれ、充実した１
⽇となった。今回も多くの⽅々の協⼒により、無事に⼤会を終えることができました。これからもグラ
ウンドゴルフを通じて、地域の交流を深めていきたい。

説明文を⼊れてください。説明文を⼊れてください。

「中田地区グラウンドゴルフ

編集者より
ひとこと

【団体優勝おめでとうございます！】【ホールインワンねらって(*^-^*)🎵】

３⽉５⽇(⽔)、⼤型トラックにより兵庫県
神⼾市の株式会社ヒョウコウ（代表取締役 杉
本拓也⽒）から、中田地区振興会へ不織布マ
スク２万枚が寄贈された。

振興会はこの⽀援を受け、まず地域住⺠へ
配布を実施。各世帯に対し、１人１箱（50枚
⼊り）を配布し、感染予防対策の⼀助となっ
た。高齢化が進む中田地区において、こうし
た⽀援は住⺠の安⼼につながるものとなった。
さらに、振興会は地域の学校にも⽀援の⼿を
差し伸べ、インフルエンザの流⾏が懸念され
る新和小学校および新和中学校へ、それぞれ
２千枚のマスクを寄贈。学校関係者や児童⽣
徒から深く感謝の意が⽰された。

この取り組みにより、地域全体で感染対策
への意識が高まり、⽀援の輪が広がることと
なった。株式会社ヒョウコウの厚意に対し、
地域住⺠・教育関係者からは感謝の声が寄せ
られている。

 毎年恒例の伝統⾏事「⻤⽕焼き」が1⽉5⽇(⽇)、中田⼊
江公園で、地域住⺠の協⼒のもと開催された。
 午前中から参加した住⺠の⽅々は孟宗⽵を数本を⽴て、
やぐらを組み⽴てる作業に取り組んだ。そして午後１時、
年男である⼤堂眞幹さんが点⽕すると、炎は勢いよく燃え
上がり、会場は⼀層の熱気に包まれた。各家庭から持ち寄
られた正⽉飾りや昨年のしめ縄が次々と⽕にくべられ、厄
払いの願いとともに炎が高く舞い上がる様子は壮観だった。
また、地区振興会による温かいぜんざいと豚汁の振る舞い
もあり、参加者は冷えた体を温めながら、新年の健康と幸
福を祈る時間を過ごした。

地域の絆深まる！

BAA

【立派なやぐらができました(*^-^*)】

不織布マスク２万枚を寄贈

竹
本
美
雪

様

団
体
・
個
人
表
彰

団
体
の
部

１

位

港
区

2

位

村
中

努
力
賞

港
区

個
人
の
部

１

位

池
田

正

様

２

位

平
木
有
人

様

３

位

西
富
春
樹

様

ブ
ー
ビ
ー
賞

会
長
賞

国
見
夕
子

様

み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。



こんにちは‼地域包括⽀援センター(以
下包括)です。「包括って何︖社協さんと
何が違うの︖」というよくいただくご質
問にお答えしたいと思います。包括は、
地域で暮らす高齢者の介護や福祉、保健、
医療などの様々な面から総合的に⽀援す
る公的施設です。⼀⽅、社会福祉協議会
は高齢者だけでなく、障がい者、児童、
子育て中の親子など幅広い福祉活動を⾏
われています。包括は「高齢者の総合相
談窓口」、社会福祉協議会は「幅広い対
象の福祉相談窓口」と思っていただけれ
ばと思います。つまり高齢者の困り事の
相談は「どちらでもOK」です♪必要時は
社会福祉協議会と情報共有を⾏っており
ますので、気軽に当センターもご活用い
ただければと思います。

天草南地域包括支援センターうぐいす
℡ 0969-24-4115

(天草地域医療センター敷地内)

２０２５年（令和７年）７⽉１⽇発⾏あすなろ新聞― 第５２号―

「
厳
し
い
天
候
の
中
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
」

編集者より
ひとこと

「第59回新和地区駅伝⼤会」が新春早々の1⽉12⽇（⽇）に
開催され、中田地区振興会チームも参加しました。選⼿の⼿
配に苦⼼しながらも、チーム⼀丸となって挑戦。惜しくも12
位という結果でしたが、⼤会後には反省会としてすき焼き会
を開き、結果を振り返りながら次回⼤会への意気込みを語り
合いました。

少子高齢化や人口減少が進む中、こうした⼤会への参加は
地域活性化の重要な⼀歩となります。世代を超えた交流を促
し、地域の絆を深める貴重な機会でもあります。「この経験
を糧に、次回はより頑張りたい。」との声が多く聞かれチー
ムの⼠気はますます高まっています。来年の⼤会では、さら
なる躍進を誓い、地域の皆様と共に挑戦し続けます。

⼤会を通じて⼒⾛した選⼿たち、そして⽀えてくださった
役員や関係者の皆様のご尽⼒には深い感謝の意を表します。
今後も中田地区振興会チームの活動にご注⽬ください︕

中田地区振興会チーム監督 無田保幸

お
知
ら
せ

【
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
の
お
礼
】

竹
内

嗣
人

様
（
埼
玉
県
）

時
久

良
文

様
（
大
阪
府
）

蓑
田

充

様
（
熊
本
県
）

竹
本

和
輝

様
（
熊
本
県
）

他

匿
名
希
望
の
方

４
名
様

中
田
地
区
振
興
会
へ
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ご
芳
志
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
中
田

地
区
の
為
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

令
和
7
年
1
月
～
6
月
20
日
ま
で

受
付
分
）

【４地区に分かれてグループワーク】

中
田
地
区
振
興
会
主
催
の

「
中
田
夏
祭
り
」
を
８
月
14

日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
中

田
地
区
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

に
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
最
後
に
行
わ
れ
る

花
火
大
会
に
つ
い
て
は
、
経

費
が
大
幅
に
高
騰
し
て
い
る

こ
と
か
ら
会
議
に
て
検
討
し

た
結
果
、
残
念
で
す
が
中
止

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
分
来
場
者
の

皆
様
が
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

帰
省
客
の
方
や
ご
友
人
多
数

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご

来
場
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中田地区振興会主催による福祉講座が2⽉7⽇(⾦)、
中田地区コミュニティセンターで開催された。小雪
が舞い、残雪が残る厳しい天候の中、多くの参加者
が集まり、福祉に関する貴重な議論が交わされた。

南包括⽀援センターの木下律子講師による「介護
保険制度の基本的知識」の講義が⾏われ、介護保険
の仕組みや利用のポイントについて詳しく解説され
た。続いて、介護⽀援員の皆様の協⼒のもと、「介
護保険制度および介護関係」に関するグループワー
クが実施され、介護の問題点や⼀人暮らし世帯の⾒
守り、要⽀援者への対応について活発な意⾒交換が
⾏われた。

厳しい気候の中での開催だったが、参加者同⼠の
交流が深まり、地域福祉の課題と⽀援の在り⽅を改
めて考える有意義な機会となった。

【講話の様子】

７月 １⽇︓広報紙あすなろ発⾏
20⽇ :クリーン作戦

入江公園草払い・海岸清掃
８月 14⽇︓中田夏祭り
9月 14⽇︓新和地区敬⽼会

︓福祉講座(中田コミセン)   
10月 12⽇︓新和町みんなのｽﾎﾟｰﾂ⼤会
11月 9⽇︓⼥性の交流会

23⽇︓しんわ楊貴妃祭り出店
12月 ︓コミセン⼤掃除(⻄区)

1月 1⽇︓広報紙あすなろ発⾏
11⽇︓⻤⽕焼き

新和地区駅伝⼤会
3月 29⽇︓中田⼋⼗⼋ｹ所ウォーク

お花⾒交流会
※皆様のご協⼒を頂きながら開催していき
ますので、よろしくお願いいたします。

☆
知
っ
て
安
心

介
護
保
険
☆


